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 2017年6月以降のSPI（スイス・パフォーマンス指数）はECB（欧州中央銀行）による量的緩
和縮小観測を背景としたユーロ高/スイスフラン安を好感する形で8月に指数算出開始以来の最高
値を更新しましたが、北朝鮮問題などもあって概ね高値圏でのもみ合いに終始しました。この間、
マーケットでは企業業績以外にも様々なニュースが流れました。 
 製薬大手ノバルティスは6月5日に米IBMのAI（人工知能）型コンピュータ「ワトソン」を乳がん患
者の治療に活用すると発表し、8月30日にはCAR-T（キメラ抗原受容体T細胞）と呼ばれる免
疫細胞を使った世界初の新型がん免疫薬「キムリア」が小児・若年者の急性リンパ性白血病向けで
FDA（米食品医薬品局）に承認されたと発表しました。  
 また、食品世界最大手ネスレは9月5日に外国人観光客にも人気が高い日本の「キットカット」の
高級タイプ専門店を韓国ソウルの1号店を皮切りにアジアで展開して行く方針を示し、9月14日に
は「サードウエーブ（第3の波）コーヒー」の先駆けとして知られ2015年に日本に上陸した米ブルー
ボトルコーヒーを買収したことを明らかにしています。 
 一方、重電大手ABBは9月25日に北米事業の強化とあらゆるモノがインターネットにつながる
「IoT」への対応を目的に米GE（ゼネラル・エレクトリック）の産業ソリューション部門を26億ドルで
買収すると発表しました。ABBは今回の買収で電動システム事業の売上高が2倍強となり業界で
世界第2位に浮上することになります。 
 この様な中、WEF（世界経済フォーラム）は9月27日に公表した2017年の「世界競争力報告
（調査対象137ヵ国・地域）」において、労働市場の効率性やビジネスの洗練度、イノベーション
能力の高さなどを背景にスイスが9年連続で首位を維持したと発表しており、これらの前向きな動き
はスイスの株式市場の魅力を高める要因になると考えられます。 

出所：Bloombergより作成 
期間：2017年1月3日～2017年9月29日 

【SPIと出来高の推移と主な出来事】 

様々な動きが見られた6-9月のスイスの株式市場 
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米J&Jがアクテリオン
買収で合意(1/26)

ABBと米IBMがAIで
業務提携(4/25)

リシュモンがデュフリー
株5％取得(5/19)

売買高(右軸)

スウォッチがスマートウォッチ用
OSの開発表明(3/16)

ロンザと仏サノフィが合弁
会社設立発表(2/27)

SPI(左軸)

クラリアントと米ハンツマン
が合併で合意(5/22)

ノバルティスと米IBMが
AIで業務提携(6/5)

東芝がランディス・ギア
上場計画発表(7/3)

スイスとUAEが
フィンテックで提携(8/6)

ノバルティスの新型がん免疫薬
を米FDAが承認(8/30)

ネスレが高級キットカット
をアジアで展開(9/5)

米GEが産業ソリューション
部門をABBに売却(9/25)

ネスレが米ブルーボトル
コーヒーを買収(9/14)
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当資料のご利用にあたっての注意事項 
◆当資料は、損保ジャパン日本興亜アセットマネジメント株式会社により情報提供を目的として作成された資料です。したがっ
て、勧誘を目的としたものではありません。また、法令等にもとづく開示書類ではありません。  

◆投資信託は、主として値動きのある証券等（外貨建資産には為替変動リスクもあります）に投資しますので、基準価額は
変動します。したがって、元金が保証されているものではなく、基準価額の下落により損失が生じ、投資元金を割り込むことが
あります。  

◆当資料に記載されているグラフ・数値等は過去の実績を示したものであり、将来の成果等を保証するものではありません。当
資料は弊社が信頼できると判断した各種情報に基づいて作成されておりますが、その正確性や完全性を保証するものではあ
りません。投資信託をお申し込みの際には、投資信託説明書（交付目論見書）をあらかじめまたは同時にお渡ししますの
で、必ずお受け取りの上、詳細をご確認ください。また、お申込みに関する決定は、お客さま自身でご判断ください。 
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